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WB 1:1000-1:5000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:200-1:2000,IP 1:20-1:50

Calculated MW:44 kDa; Observed MW:53 kDa
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	製品名: p53ウサギモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は腫瘍タンパク質p53をコードしており、p53は様々な細胞ストレスに反応して、細胞周期停止、アポトーシス、老化、DNA修復、あるいは代謝変化を誘導する標的遺伝子を制御します。p53タンパク質は正常細胞では低レベルで発現していますが、様々な形質転換細胞株では高レベルで発現しており、形質転換や悪性化に寄与すると考えられています。p53は、転写活性化ドメイン、DNA結合ドメイン、およびオリゴマー形成ドメインを含むDNA結合タンパク質です。p53結合部位に結合し、増殖や浸潤を阻害する下流遺伝子の発現を活性化することで、腫瘍抑制因子として機能すると考えられています。この遺伝子を欠損したマウスは、発達的には正常ですが、自然発生的な腫瘍を発症しやすくなります。これまでの証拠によると、この遺伝子はヒト遺伝子の代替プロモーターとは対照的に1つのプロモーターを含み、異なるアイソフォームをコードするいくつかのスプライスバリアントを転写するが、一部のバリアントの生物学的妥当性や全長の性質は未だ解明されていない。[RefSeq提供、2008年7月]
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	p53 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して A431 細胞抽出物のウェスタンブロット分析を行いました。
	

	AMRe87631 を 1:1000 で使用して Raji 細胞抽出物をウェスタン ブロット分析しました。

